
化粧品事業 リブランディング「Bb lab.」 広告宣伝活動（国内展開）

 2021年７⽉の有名フリーアナウンサーによる「VOCE」（講談社）へのパブリシティ露出をきっかけ
に同年11⽉に「オトナミューズ」（宝島社）にて同⽒とのタイアップが実現。2022年４⽉にも、同
誌にて２回⽬のタイアップが決定。

 オンライン上のインスタグラム、グノシー等へ露出が波及し、プロモーション効果が拡⼤。

Bb lab.広告キービジュアル宝島社オトナミューズ

オトナミューズタイアップ広告ビジュアル



化粧品事業 リブランディング「Bb lab.」 広告宣伝活動（国内展開）

 オフラインにも展開し、渋⾕スクランブルスクエア６F化粧品フロアーにてPOPUPSTOREを
OPEN。

 タイアップビジュアルを掲出、渋⾕駅周辺掲出のサイネージ広告も同時実施。
 同様の企画を2021年１０⽉〜１１⽉にアットコスメストア原宿駅前店、東急プラザ渋⾕店にて

展開。

配布したBb lab.ｵﾄﾅﾐｭｰｽﾞ紙⾯渋⾕スクランブルスクエアPOPUP⾵景 駅周辺サイネージ広告
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（単位︓百万円）

当上期は、W11向けの出荷が堅調に推移したこと等から、前下期の減速から概ね前年同期程度の勢いを回
復。当下期は、前下期と同様、W11の反動減を予想しており、通期では当初計画は上回るものの前期⽐で
減収および減益の⾒通し。
海外市場向けについては、「モイストクリームマスクPro.」に続く、新たなヒット商品の創出を急ぐ。
国内通販事業に関しては、主⼒製品のリブランディングにより、反転攻勢の体制を整える。

売上⾼ 営業利益

第２四半期 営業利益

通期 営業利益

（予想）

31

通期売上⾼
第２四半期 売上⾼



機能性素材開発事業 ㈱NRLファーマの商品情報

32

 腸溶性ラクトフェリン 原料
 ⼤腸送達アルギニン 原料
 ⾃社新製品 『ラクトフェリンGX 42粒アルミパウチ』 ¥2,980円（税込）

2021年11⽉5⽇ Amazonにて発売スタート!
「ラクトフェリンを試したい・・・」、「いきなり1ヶ⽉分はちょっと・・・」という⽅に、お⼿軽な２週間分



機能性素材開発事業 トピックス
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２．妊活関連の販売拡⼤が継続

 不妊治療の領域で、腟・⼦宮微⽣物細菌叢の改善にラクトフェリンが有効であることが報告され、
医療施設での新規採⽤が増加。
 妊活向けOEM販売は前年同期⽐ 45％増
 妊活サプリメントOEM先 4社契約中

 産婦⼈科領域へのラクトフェリンの学会啓発活動を強化。
＜2021年5⽉︓⽇本産婦⼈科感染症学会 講演＞＜岩⼿県産婦⼈科医会 講演＞

１．ラクトフェリン原料価格安定
 中国の育児粉乳向け需要やコロナ特需が落ち着き、世界的原料増産の進⾏により原料価格は安定

化。

 コロナ禍による輸⼊元からの物流への影響はなく、納⼊量も安定的に推移。



機能性素材開発事業 トピックス
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４．機能性表⽰⾷品の届出

 横浜薬科⼤学︓ テーマ「 実験動物を⽤いたラクトフェリンの有効性・作⽤機序の解明」

３．共同研究

 「⾆苔の減少に役⽴つ機能」 （⽇本初） 2021年11⽉ 修正届出受理。
 「免疫機能の維持に役⽴つ」 届出挑戦中。

５．特許取得
 バリノス社との共同特許
「⼦宮内細菌叢改善⽤剤及び組成物、ならびに⼦宮内細菌叢が改善⼜は正常化された状態の判定⽅法」

６．海外展開
 2020年11⽉より「AlibabaB2B.com」に出品。
 ハードカプセル剤を⽤いたラクトフェリン製剤を海外市場向けに開発中。
 ヨルダン向け輸出に合意し、初回の輸出が完了。現地にてプロモーション活動始動。



機能性素材開発事業 トピックス
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７．⾷品開発展 ２０２１
 2021年1０⽉６⽇〜８⽇、⾷品開発展（東京ビッグサイト）に出展

（来場者数 25,529⼈）。
 コロナ禍でありながらも、腸溶技術と⼤腸送達技術を多くの企業の開発研究者

にアピール。
 機能性表⽰⾷品 「⾆苔の減少に役⽴つ機能」 を紹介。

＜出展結果＞ ブース来場者 230名 → 研究開発や協業の⾯で進展を図る。



機能性素材開発事業 ラクトフェリンを⽤いた特定保健指導（グループ間コラボ）

36

１.ウェブ⾯談
体調やライフスタイルに
あった具体的な⽣活習慣改善の
改善⽅法をウェブ⾯談にて決定

２.継続サポート
ラクトフェリンを活⽤し、
定期的に、メール、電話で
専⾨職が実践をサポート

３.結果の確認
検査数値や⽣活習慣の変化を
確認し、実践の成果を実感

（ヘルスケアサポート事業とのコラボ）
内臓脂肪低減効果のあるラクトフェリンを活⽤した特定保健指導サービス
⇒ 特定保健指導対象者の当社サービス選択率が向上

現在、14健保にて採⽤、更に増加が⾒込まれる。



機能性素材開発事業 売上⾼および営業利益の推移と当期予想
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ラクトフェリン原料の販売が伸び悩み、売上⾼は減少傾向。主要販売先の在庫調整による納⼊数量のペースダウン
は当下期まで継続する⾒通し。次期以降を⾒据えたラクトフェリンの新規効能（免疫、⼝臭予防、妊活等）の臨床
試験費⽤等の研究開発費が増加することもあり、売上⾼、営業利益ともに当初計画を下回る⾒込み。
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健康補助⾷品事業 ⽇本予防医薬㈱の取扱商品⼀覧

■通販 イミダペプチドシリーズ

機能性表⽰⾷品ドリンク、ソフトカプセル９０
粒、プレミアム錠剤、イミダペプチドQ10、うめ⾵
味、ヨーグルト⾵味、ゆず⾵味

■通販 その他

⽔溶化還元型コエンザイムQ10、ビタミンC、500億個のビフィズ
ス菌、マルチビタミン、鉄壁ラクトフェリン、HMB、クレアチン、⽔溶
化ルテイン、⾼濃度シトルリン、⼝腔⽤ラクトフェリン

■通販 ⾷品以外 ■卸（店頭）・OEM

アスリート、イミダペプチド240、ソフトカプセル63粒、
イミダペプチドGOLD

緑林の⾹り、さくら⾊照明、抱き枕
グリーンウッドモイスチャライザー
（⼤阪市⽴⼤学共同開発）

イミダペプチドは愛飲者66万⼈以上、累計販売実績5,700万本突破︕
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健康補助⾷品事業 抗疲労研究成果の普及活動、書籍出版＆啓発

研究・科学に基づいた正しい疲労の常識、回復法の啓発活動
（東京疲労・睡眠クリニック院⻑・医学博⼠ 梶本修⾝監修）

学研プラス
2021年9⽉2⽇発売

ガイドワークス
2022年1⽉1⽇発売（ローソン店舗）
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健康補助⾷品事業 マスコミ露出（⼀部抜粋） 2021年8⽉〜

番組名・雑誌名 掲載日 内容等

2
0
2
1

年

Lifehacker（WEB記事） 12月15日
疲れは「負債」である。疲労回復には「イミダペプチド」
をとるのが効果的。

anan（マガジンハウス） 11月24日
強い抗酸化作用と疲労を軽減する効果がある「イミダ
ゾールジペプチド」。渡り鳥が長時間、飛び続けられる
原動力。

長谷川幸洋と高橋洋一の
NEWSチャンネル

11月17日
鶏の胸肉に豊富に含まれるイミダペプチド。臨床試験
を実施して23種類の候補成分と比較したところ最も
疲労軽減効果が高かった。

あしたも晴れ！人生レシピ
（NHK Eテレ）

9月24日
疲れをスッキリ解消！“脳疲労”にご用心。脳の疲労を
和らげる効果があるとして、注目されているイミダ
ゾールジペプチド。

羽鳥慎一モーニングショー
（テレビ朝日）

9月23日
疲労を防止、自律神経を整える方法。鶏の胸肉に多く
含まれるイミダペプチドが疲労感の軽減に効果がある。

週刊新潮（新潮社） 9月9日
疲労物質解明で「疲労」を除去。疲労を軽減する成分イ
ミダペプチド。

（その他雑誌・新聞）tarzan、⽇経Gooday、クロワッサン、なないろ⽇和、毎⽇新聞WEB、ゆうゆう、CLASSY、DIME、
美ST、共働きwith、⾷品新聞、⽇刊⼤衆web、ダヴィンチニュース、MyAge、etc.

２
０
２
１
年
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健康補助⾷品事業 新商品開発実績

 数量限定商品（2021年10⽉11⽇発売）

◆イミダペプチドスープ
ふんわり卵のとろみ中華スープ 10袋 2,500円
（イミダゾールジペプチド 200mg）

冬季限定商品のコーンスープに加え、イミダペプチドを200mg配合した
みそ汁を商品開発、冬場のドリンクの販売落ち込みをカバー

 機能性表⽰⾷品（2022年2⽉1⽇リニューアル発売）

◆イミダペプチドソフトカプセル 90粒 6,645円
（イミダゾールジペプチド 200mg）
⽇常⽣活で⽣じる⾝体的な⼀過性の疲労感を軽減する

機能性表⽰⾷品のラインナップを充実

10袋（1⽇⽬安1袋）

90粒（1⽇⽬安3粒）
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健康補助⾷品事業 新規顧客（通販）の獲得推移

（新規顧客︓⼈）（広告宣伝費︓百万円）

夏の需要期である第1Qにオリンピックの影響から広告料⾦が⾼騰したことに加え、特にオンライン広告において景表法、薬
機法の改正にともなう広告メディアの審査基準が定まらず、広告活動が難航。広告宣伝費の投下が計画⽐で未消化とな
り、新規顧客の獲得数が計画未達。

2021年6⽉期
2,744百万円

2019年6⽉期
2,802百万円

2020年6⽉期
2,665百万円

2022年6⽉期予想
2,800百万円
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健康補助⾷品事業 定期顧客数の推移

定期顧客数は2021年12⽉末時点で約31,760⼈と前期末⽐で約1％減少。継続率が⾼くなる6か⽉経過後の定期
顧客数は増加しており、顧客基盤は安定傾向。

2021年6⽉期
2,744百万円

2020年6⽉期
2,665百万円

2022年6⽉期予想
2,800百万円

32,100

29,700
30,800 31,760

23,900

18,500

21,800
23,200

2019年6⽉期
2,802百万円

（⼈）
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健康補助⾷品事業 業績ハイライトおよび今後の展開

 広告宣伝活動
オリンピックの影響から広告料⾦が⾼騰したことに加え、薬機法の改正直後（2021年8⽉）は各広告メディアの審査
基準が定まらず考査が厳格化し、広告出稿が難航。費⽤対効果の確実性の⾼い媒体を厳選して広告活動を⾏った
結果、広告宣伝費の投下が計画⽐未消化に。
⾜元では広告料⾦の⽔準が落ち着くとともに、各広告メディアの審査基準が定まり、広告活動が概ね平常化。引き続き
費⽤対効果の確実性の⾼い媒体を厳選して広告活動を⾏い、販売の拡⼤を図る。

※広告販促計画
第１Q実績 474百万円 （前第1Q⽐ △12百万円 当期計画⽐ △33百万円）
第２Q実績 140百万円 （前第2Q⽐ ＋21百万円 当期計画⽐ ＋2百万円）
第３Q計画 86百万円 （前第3Q⽐ ＋23百万円 当期計画⽐ ＋3百万円）
第４Q計画 141百万円 （前第4Q⽐ △20百万円 当期計画⽐ △47百万円）
通期 841百万円 （前期⽐ ＋11百万円 当期計画⽐ △75百万円）

 既存顧客への販売増
広告宣伝費投下の未消化や抗疲労商材の競合等により新規顧客の獲得数が伸び悩んだものの、既存顧客への販
売は安定的に推移。LINE、季刊誌「イミダPLUS」、フォローDM、アウトバウンド等、既存顧客への販促活動を効率的
に実施できる体制を構築しており、引き続き他商材のクロスセル等により既存顧客への販売強化を進める。

 商品開発
顧客年齢層において獲得が遅れているミドル・中⾼年世代（40〜60歳）向けの新商材開発を⾏い、新たな顧客層
の開拓を推進。
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健康補助⾷品事業 売上⾼および営業利益の推移と当期予想

夏の需要期における新規顧客獲得が計画未達となったことにより当初計画は下回るものの、既存顧客への販売は
安定的に推移しており、前期⽐増収および増益は維持する⾒通し。下期中に次の需要期における広告活動の準
備、新なヒット商品の創出に向けた製品開発に注⼒することにより⼀層の成⻑加速を図る。
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この資料には、当社の現在の計画や業績⾒通しが含まれています。それら将来の
計画や予想数値は、現在⼊⼿可能な情報をもとに、当社が計画・ 予測したもので
す。 実際の業績は、今後の様々な条件・要素によりこの計画や業績⾒通しとは異
なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証したりするものではございま
せん。

株式会社総医研ホールディングス
46

【お問合わせ先】 株式会社総医研ホールディングス
〒560-0082 ⼤阪府豊中市新千⾥東町1-4-2 千⾥ライフサイエンスセンター13階
取締役財務部⻑ ⽥部（タナベ）
TEL 06-6871-8888 FAX 06-6871-8899 
E-mail tanabe@soiken.com


